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金光寺寺報

第 ２ ５ ３ 号
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宮城顗先生の『真宗の基礎』という書物か
みや ぎ しずか

らです。

「（仏法から）いかに自分が遠くあるかと、

我が身を深く悲しむ心に仏法のことばが響く

のであって、自分はいちばん仏法の近くにお

り、仏法をよく知っている、我よりほかは存
ぞん

知したるものなしと、そう思いあがっている
じ

者はいよいよ仏法から遠くなる」

「自分は何でも知っている」という思い上

がりのこころを「憍慢」といいます。そのよ
きょうまん

うな思いは、得てして自分より力が劣ってい

ると思った者を見下したり、馬鹿にしたりす

るようになってしまいます。

親鸞聖人の「正信偈」には、

弥陀仏本願念仏
み だ ぶつ ほ んがん ね んぶつ

邪見憍慢悪衆生
じ ゃけんきょうまんなくしゅじょう

信楽受持甚以難
しんぎょう じ ゅ じ じん に なん

難中之難無過斯
なんちゅう し なん む か し

とあります。

阿弥陀さまのご本願のはたらきを、邪なも
よこしま

のの見方や思い上がった気持ちのある私たち

がよろこびをもって受け取っていくことはと

ても難しいことである。世の中で難しいとい

われることのなかでも最も難しいことだ、と

お示しくださっています。憍慢のこころは、

阿弥陀さまのご本願のおこころさえもみえな

くしてしまうのです。私たちは、阿弥陀さま

の仰せを素直に受け止めればいいのです。し
おお

かし、憍慢のこころが邪魔をして、なかなか

素直に受け取れません。

私たちのこころの憍慢はなくなることはあ

りません。しかし、そのような身であるから

こそ、我が身を恥じ、憍慢をいましめていく

ところに、阿弥陀さまの私を必ず救うぞとい

うおこころが響いてくるのです。

（本願寺出版社刊「大乗」誌掲載

『月々のことば』より抜粋 転載）

▲ 当山の蓮よりスケールが大きかった （８月３日撮影・鮎川家）

鮎
川
稔
さ
ん
か
ら
「
蓮
の
写
真

撮
影
に
来
て
」
と
電
話
が
あ
り
、

翌
日
撮
影
に
行
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
。

当
山
の
蓮
と
は
花
や
葉
、
茎
の
大

き
さ
と
高
さ
が
全
然
違
っ
て
ま
し

た
。
鮎
川
さ
ん
曰
く
、
「
育
て
る

器
が
大
き
い
方
が
花
も
葉
も
茎
も

大
き
く
な
る
の
じ
ゃ
な
い
の
だ
ろ

う
か
」
。
な
る
ほ
ど
、
来
年
の
株

分
け
の
際
に
試
し
て
み
よ
う
と
思

い
ま
し
た
▼
そ
れ
だ
け
で
な
く
育

て
る
人
の
意
気
込
み
も
関
係
あ
る

の
か
も
と
も
思
い
ま
し
た
。
鮎
川

さ
ん
は
し
っ
か
り
記
録
を
つ
け
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
七
月
は
咲
い
た

花
の
数
が
二
十
七
。
今
月
は
既
に

咲
い
た
も
の
と
こ
れ
か
ら
咲
く
花

芽
の
数
を
合
わ
せ
る
と
二
十
六
だ

そ
う
。
咲
い
て
た
だ
喜
ん
で
い
る

私
と
は
大
違
い
で
し
た
。
こ
れ
も

来
年
に
向
け
て
参
考
に
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
▼
花
関
連
で
お
伝
え

し
て
お
き
ま
す
。
仏
参
で
お
参
り

に
な
ら
れ
た
方
が
内
陣
の
荘
厳
を

見
て
「
？
」
と
思
わ
れ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
七
月
上
旬
か
ら
佛
華

に
生
花
を
活
け
て
い
ま
せ
ん
。
青

木
で
荘
厳
し
て
お
り
ま
す
。
本
願

寺
出
版
社
発
行
「
い
の
ち
の
荘
厳

仏
華
」
に
「
暑
い
夏
に
は
花
に

も
少
し
休
ん
で
も
ら
い
ま
す
」
と

の
記
述
が
あ
り
、
ず
ぼ
ら
な
私
は

早
速
そ
の
方
法
を
採
用
し
ま
し
た
。

テ
ヘ
ヘ
！
（
住
職

松
井
卓
郎
）
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下記の日は緊急を除き仏事はお
受けできません。ご協力をお願い
します。

◎ ８ 月
１６日 午後

１９日 午後

３０日午後～３１日終日

仏事お休みのお知らせ

ホームページ開いています。

URL https://konkouji.jp/

８月８日現在アクセス数 133,915人

一

日

甲
斐
サ
チ
子
様

三
回
忌

三

日

当
山
前
坊
守
釋
妙
順

月
忌

六

日

橋
本
政
子
様
六
・
七
日
忌

七

日

藤
田
耕
一
様

三
回
忌

八

日

杉
本
久
士
様

通
夜

九

日

橋
本
政
子
様

満
中
陰
、
納
骨

杉
本
久
士
様

葬
儀

杉
本
久
士
様

初
・
七
日
忌

十
一
日

甲
斐
ヨ
シ
子
様

三
十
三
回
忌

十
二
日

熊
川
キ
ミ
子
様

三
回
忌

本
屋
敷
地
区
寺
報
配
布

十
六
日

宗
祖
親
鸞
聖
人

御
命
日

十
七
日

大
鶴
ト
シ
コ
様

二
十
五
回
忌

十
八
日

当
山
前
住
職
釋
依
章

月
忌

二
十
日

吉
岡
定
見
様

五
十
回
忌

二
十
二
日

波
帰
地
区
寺
報
配
布

二
十
四
日

田
中
徳
光
様

一
周
忌

二
十
五
日

松
岡
春
子
様

一
周
忌

二
十
六
日

市
村
住
義
様

臨
終
勤
行

二
十
七
日

市
村
住
義
様

通
夜

二
十
八
日

市
村
住
義
様

葬
儀

市
村
住
義
様

還
骨

市
村
住
義
様

納
骨

市
村
住
義
様

初
・
七
日
忌

二
十
九
日

市
村
住
義
様

礼
参
り

三
十
日

片
岡
惠
子
様

三
回
忌

金
光
寺
の
ひ
と
月

７ 月 の 天 候
最 低 気 温・ １６．２℃（ ２日）
最 高 気 温・ ３２．３℃（ １日）
夏 日 日 数・ １５日/３１日
真夏日日数・ １０日/３１日
猛 暑 日 数・ ０日/３１日
月間総雨量・ 295.0mm(降雨日数・21日)
一日最大雨量・ ６４．０mm（１９日）


